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製薬企業に簡易懸濁法についての情報を問い合わせると、「適応外使用なので答えられない」

と言われることは多い。しかし、今般、厚労省から「医薬品の販売情報提供活動に関するガ

イドライン」が発出されたことから、昨年 12 月、インタビューフォーム（IF）記載要領 2018

（2019 年更新版）」備考の項目に、「調剤・服薬支援に際して臨床判断を行うにあたっての

参考情報」が設けられ、「 (1)粉砕」および 「(2) 崩壊・懸濁性及び経管投与チューブの通

過性」が新設されることになった。今後、簡易懸濁法の情報を IF で調べることができる。

簡易懸濁法のデータが IF に掲載されることを当初からの目標としてきたが、ようやく達成

された。先のガイドラインに関する Q＆A について（その 3）により、厚労省は「製造販売

業者が、簡易懸濁、粉砕等を行った際の医薬品の安定性等に関する情報を、インタビューフ

ォームに記載の上、情報提供することについては、（中略）差し支えない。」と回答した。今

後は「適応外使用なので…」と製薬企業から問い合わせを断られることはないはずである。 


